
RIPの設定
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• RIPの設定方法（2ページ）
•例：IPv6用の RIPの設定, on page 12
•サマリーアドレスおよびスプリットホライズンの設定例 （12ページ）

RIP情報
RIPは、小規模な同種ネットワーク間で使用するために作成された Interior Gateway Protocol
（IGP）です。RIPは、ブロードキャストユーザデータグラムプロトコル（UDP）データパ
ケットを使用してルーティング情報を交換するディスタンスベクトルルーティングプロトコ

ルです。このプロトコルは RFC 1058に文書化されています。RIPの詳細については、『IP
Routing Fundamentals』（Cisco Press刊）を参照してください。

スイッチはRIPを使用し、30秒ごとにルーティング情報アップデート（アドバタイズメント）
を送信します。180秒以上を経過しても別のルータからアップデートがルータに届かない場合、
該当するルータから送られたルートは使用不能としてマークされます。240秒後もまだ更新が
ない場合、ルータは更新のないルータのルーティングテーブルエントリをすべて削除します。

RIPでは、各ルートの値を評価するためにホップカウントが使用されます。ホップカウント
は、ルート内で経由されるルータ数です。直接接続されているネットワークのホップカウント

は0です。ホップカウントが16のネットワークに到達できません。このように範囲（0～15）
が狭いため、RIPは大規模ネットワークには適していません。

ルータにデフォルトのネットワークパスが設定されている場合、RIPはルータを疑似ネット
ワーク 0.0.0.0にリンクするルートをアドバタイズします。0.0.0.0ネットワークは存在しませ
ん。RIPはデフォルトのルーティング機能を実行するためのネットワークとして、このネット
ワークを処理します。デフォルトネットワークが RIPによって取得された場合、またはルー
タが最終ゲートウェイで、RIPがデフォルトメトリックによって設定されている場合、スイッ
チはデフォルトネットワークをアドバタイズします。RIPは指定されたネットワーク内のイン
ターフェイスにアップデートを送信します。インターフェイスのネットワークを指定しなけれ

ば、RIPのアップデート中にアドバタイズされません。
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この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザインターフェイ

スにハードコードされている言語、RFPのドキュメントに基づいて使用されている言語、また
は参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在

する場合があります。

（注）

RIP for IPv6
IPv6の Routing Information Protocol（RIP）は、ルーティングメトリックとしてホップカウン
トを使用するディスタンスベクトルプロトコルです。IPv6アドレスおよびプレフィックスの
サポート、すべての RIPルータを含むマルチキャストグループアドレス FF02::9を RIPアッ
プデートメッセージの宛先アドレスとして使用する機能などがあります。

IPv6の RIPの設定については、「IPv6の RIPの設定」を参照してください。

IPv6の RIPの詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の
「Implementing RIP for IPv6」の章を参照してください。

サマリーアドレスおよびスプリットホライズン

ブロードキャストタイプの IPネットワークに接続され、ディスタンスベクトルルーティング
プロトコルを使用するルータでは、通常ルーティングループの発生を抑えるために、スプリッ

トホライズンメカニズムが使用されます。スプリットホライズンは、ルートに関する情報の

発信元であるインターフェイス上の、ルータによって、その情報がアドバタイズされないよう

にします。この機能を使用すると、通常の場合は複数のルータ間通信が最適化されます（特に

リンクが壊れている場合）。

RIPの設定方法

RIPのデフォルト設定
表 1 : RIPのデフォルト設定

デフォルト設定機能

有効自動サマリー

無効デフォルト情報送信元

自動メトリック変換（組み込み）デフォルトメトリック

RIPの設定
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デフォルト設定機能

認証なし

認証モード：クリアテキスト

IP RIP認証キーチェーン

無効IP RIPの起動

メディアにより異なるIPスプリットホライズン

未定義Neighbor

指定なしネットワーク

無効オフセットリスト

0ミリ秒出力遅延

•更新：30秒

•無効：180秒

•ホールドダウン：180秒

•フラッシュ：240秒

タイマー基準

有効アップデート送信元の検証

RIPバージョン 1およびバージョン 2パケッ
トを受信し、バージョン 1パケットを送信し
ます。

バージョン

基本的な RIPパラメータの設定
RIPを設定するには、ネットワークに対して RIPルーティングを有効にします。他のパラメー
タを設定することもできます。スイッチでは、ネットワーク番号を設定するまでRIPコンフィ
ギュレーションコマンドは無視されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたらパスワードを入力し
ます。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

RIPの設定
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目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal

IPルーティングを有効にします。（IPルーティン
グが無効になっている場合だけ、必須です）。

ip routing

例：

ステップ 3

Device(config)# ip routing

RIPルーティングプロセスを有効にし、ルータコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

router rip

例：

ステップ 4

Device(config)# router rip

ネットワークを RIPルーティングプロセスと関連
付けます。複数の networkコマンドを指定できま

network network number

例：

ステップ 5

す。RIPルーティングアップデートの送受信は、
Device(config-router)# network 12.0.0.0 これらのネットワークのインターフェイスを経由す

る場合だけ可能です。

RIPコマンドを有効にするには、ネット
ワーク番号を設定する必要があります。

（注）

（任意）ルーティング情報を交換する隣接ルータを

定義します。このステップを使用すると、RIP（通
neighbor ip-address

例：

ステップ 6

常はブロードキャストプロトコル）からのルーティ

Device(config-router)# neighbor 10.2.5.1 ングアップデートが非ブロードキャストネットワー

クに到達するようになります。

（任意）オフセットリストをルーティングメトリッ

クに適用し、RIPによって取得したルートへの着信
offset-list [access-list number | name] {in | out} offset
[type number]

例：

ステップ 7

および発信メトリックを増加します。アクセスリ

ストまたはインターフェイスを使用し、オフセット

リストを制限できます。Device(config-router)# offset-list 103 in 10

（任意）ルーティングプロトコルタイマーを調整

します。すべてのタイマーの有効範囲は 0～
4294967295秒です。

timers basic update invalid holddown flush

例：

Device(config-router)# timers basic 45 360 400
300

ステップ 8

• update：ルーティングアップデートの送信間
隔。デフォルトは 30秒です。

• invalid：ルートが無効と宣言されるまでの時
間。デフォルト値は 180秒です。

• holddown：ルートがルーティングテーブルか
ら削除されるまでの時間。デフォルト値は180
秒です。

RIPの設定
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目的コマンドまたはアクション

• flush：ルーティングアップデートが延期され
る時間。デフォルトは 240秒です。

（任意）RIPバージョン 1または RIPバージョン 2
のパケットだけを送受信するようにスイッチを設定

version {1 | 2}

例：

ステップ 9

します。デフォルトの場合、スイッチではバージョ

Device(config-router)# version 2 ン 1および 2を受信しますが、バージョン 1だけを
送信します。インターフェイスコマンド iprip{send
| receive} version 1 | 2 | 1 2}を使用し、インターフェ
イスでの送受信に使用するバージョンを制御するこ

ともできます。

（任意）自動要約を無効にします。デフォルトで

は、クラスフルネットワーク境界を通過するとき

no auto summary

例：

ステップ 10

にサブプレフィックスがサマライズされます。サマ

Device(config-router)# no auto summary ライズを無効にし（RIPバージョン2だけ）、クラ
スフルネットワーク境界にサブネットおよびホス

トルーティング情報をアドバタイズします。

（任意）送信する RIPアップデートにパケット間
遅延を追加します。デフォルトでは、複数のパケッ

output-delay delay

例：

ステップ 11

トからなるRIPアップデートのパケットに、パケッ
Device(config-router)# output-delay 8 ト間遅延が追加されません。パケットを低速なデバ

イスに送信する場合は、8～ 50ミリ秒のパケット
間遅延を追加できます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 12

Device(config-router)# end

入力を確認します。show ip protocols

例：

ステップ 13

Device# show ip protocols

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 14

Device# copy running-config startup-config

RIPの設定
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RIP認証の設定
RIPバージョン 1は認証をサポートしていません。RIPバージョン 2のパケットを送受信する
場合は、インターフェイスでRIP認証を有効にできます。インターフェイスで使用できる一連
のキーは、キーチェーンによって指定されます。キーチェーンが設定されていないと、デフォ

ルトの場合でも認証は実行されません。

RIP認証が有効であるインターフェイスでは、プレーンテキストとMD5という2つの認証モー
ドがサポートされています。デフォルトはプレーンテキストです。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するインターフェイスを指定しま

す。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 3

RIP認証を有効にします。ip rip authentication key-chain name-of-chain

例：

ステップ 4

Device(config-if)# ip rip authentication key-chain
trees

プレーンテキスト認証（デフォルト）またはMD5
ダイジェスト認証を使用するように、インターフェ

イスを設定します。

ip rip authentication mode {text | md5}

例：

Device(config-if)# ip rip authentication mode md5

ステップ 5

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config)# end

RIPの設定
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目的コマンドまたはアクション

入力を確認します。show running-config

例：

ステップ 7

Device# show running-config

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

Device# copy running-config startup-config

IPv6 RIPの設定
IPv6の RIPルーティングの設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration

Library』の「Implementing RIP for IPv6」の章を参照してください。

IPv6の RIPルーティングを設定するには、次の手順を実行します。

Before you begin

IPv6RIPを実行するようにスイッチを設定する前に、グローバルコンフィギュレーションモー
ドで ip routingコマンドを使用してルーティングを有効にし、グローバルコンフィギュレー
ションモードで ipv6 unicast-routingコマンドを使用して IPv6パケットの転送を有効にして、
IPv6 RIPを有効にするレイヤ 3インターフェイス上で IPv6を有効にする必要があります。

Procedure

PurposeCommand or Action

特権 EXECモードを有効にします。enable

Example:

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

Example:

ステップ 2

Device# configure terminal

IPv6 RIPルーティングプロセスを設定し、このプ
ロセスに対してルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

ipv6 router rip name

Example:
Device(config)# ipv6 router rip cisco

ステップ 3

（任意）IPv6 RIPがサポートできる等コストルー
トの最大数を定義します。指定できる範囲は 1～
32で、デフォルトは 16ルートです。

maximum-paths number-paths

Example:
Device(config-router)# maximum-paths 6

ステップ 4

RIPの設定
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PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

Example:

ステップ 5

Device(config-router)# exit

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するレイヤ3インターフェイスを指
定します。

interface interface-id

Example:
Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 6

指定された IPv6 RIPルーティングプロセスをイン
ターフェイス上で有効にします。

ipv6 rip name enable

Example:

ステップ 7

Device(config-if)# ipv6 rip cisco enable

（任意）IPv6デフォルトルート（::/0）をRIPルー
ティングプロセスアップデートに格納して、指定

インターフェイスから送信します。

ipv6 rip name default-information {only | originate}

Example:
Device(config-if)# ipv6 rip cisco
default-information only

ステップ 8

任意のインターフェイスから IPv6デフォ
ルトルート（::/0）を送信したあとに、
ルーティングループが発生しないように

するために、ルーティングプロセスは任

意のインターフェイスで受信したすべて

のデフォルトルートを無視します。

Note

• only：このインターフェイスから送信するアッ
プデートに、デフォルトルートを格納し、そ

の他のすべてのルートを含めない場合に選択し

ます。

• originate：このインターフェイスから送信する
アップデートに、デフォルトルートおよびそ

の他のすべてのルートを格納する場合に選択し

ます。

特権 EXECモードに戻ります。end

Example:

ステップ 9

Device(config)# end

次のいずれかを使用します。ステップ 10 •現在の IPv6 RIPプロセスに関する情報を表示
します。• show ipv6 rip [name] [ interface interface-id] [

database ] [ next-hops ] • IPv6ルーティングテーブルの現在の内容を表
示します。• show ipv6 rip

Example:
Device# show ipv6 rip cisco interface
gigabitethernet 2/0/1

RIPの設定
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PurposeCommand or Action

または

Device# show ipv6 rip

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

Example:

ステップ 11

Device# copy running-config startup-config

サマリーアドレスおよびスプリットホライズンの設定

ルートを適切にアドバタイズするため、アプリケーションがスプリットホライズンを無効にす

る必要がある場合を除き、通常はこの機能を無効にしないでください。

（注）

ダイヤルアップクライアント用のネットワークアクセスサーバで、サマライズされたローカル

IPアドレスプールをアドバタイズするように、RIPが動作しているインターフェイスを設定す
る場合は、ip summary-address ripインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用
します。

スプリットホライズンが有効の場合、自動サマリーとインターフェイス IPサマリーアドレス
はともにアドバタイズされません。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するレイヤ 3インターフェイスを指
定します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 3

RIPの設定
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目的コマンドまたはアクション

IPアドレスおよび IPサブネットを設定します。ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 4

Device(config-if)# ip address 10.1.1.10
255.255.255.0

サマライズする IPアドレスおよび IPネットワーク
マスクを設定します。

ip summary-address rip ip address ip-network mask

例：

ステップ 5

Device(config-if)# ip summary-address rip ip
address 10.1.1.30 255.255.255.0

インターフェイスでスプリットホライズンを無効に

します。

no ip split horizon

例：

ステップ 6

Device(config-if)# no ip split horizon

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 7

Device(config)# end

入力を確認します。show ip interface interface-id

例：

ステップ 8

Device# show ip interface gigabitethernet 1/0/1

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

Device# copy running-config startup-config

スプリットホライズンの設定

ブロードキャストタイプの IPネットワークに接続され、ディスタンスベクトルルーティング
プロトコルを使用するルータでは、通常ルーティングループの発生を抑えるために、スプリッ

トホライズンメカニズムが使用されます。スプリットホライズンは、ルートに関する情報の

発信元であるインターフェイス上の、ルータによって、その情報がアドバタイズされないよう

にします。この機能を使用すると、複数のルータ間通信が最適化されます（特にリンクが壊れ

ている場合）。

RIPの設定
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ルートを適切にアドバタイズするために、アプリケーションがスプリットホライズンを無効に

する必要がある場合を除き、通常この機能を無効にしないでください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するインターフェイスを指定しま

す。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 3

IPアドレスおよび IPサブネットを設定します。ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 4

Device(config-if)# ip address 10.1.1.10
255.255.255.0

インターフェイスでスプリットホライズンを無効に

します。

no ip split-horizon

例：

ステップ 5

Device(config-if)# no ip split-horizon

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config)# end

入力を確認します。show ip interface interface-id

例：

ステップ 7

Device# show ip interface gigabitethernet 1/0/1

RIPの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

Device# copy running-config startup-config

例：IPv6用の RIPの設定
次に、最大 8の等コストルートにより RIPルーティングプロセス ciscoを有効にし、インター
フェイス上でこれを有効にする例を示します。

Device> enable
Devce# configure terminal
Device(config)# ipv6 router rip cisco
Device(config-router)# maximum-paths 8
Device(config)# exit
Device(config)# interface gigabitethernet2/0/11
Device(config-if)# ipv6 rip cisco enable

サマリーアドレスおよびスプリットホライズンの設定例
次の例では、主要ネットは 10.0.0.0です。自動サマリーアドレス 10.0.0.0はサマリーアドレス
10.2.0.0によって上書きされるため、10.2.0.0はインターフェイスギガビットイーサネットポー
ト2からアドバタイズされますが、10.0.0.0はアドバタイズされません。この例では、インター
フェイスがレイヤ2モード（デフォルト）の場合は、noswitchportインターフェイスコンフィ
ギュレーションコマンドを入力してから、ip addressインターフェイスコンフィギュレーショ
ンコマンドを入力する必要があります。

スプリットホライズンが有効である場合、（ip summary-address ripルータコンフィギュレー
ションコマンドによって設定される）自動サマリーとインターフェイスサマリーアドレスは

ともにアドバタイズされません。

Device(config)# router rip
Device(config-router)# interface gigabitethernet1/0/2
Device(config-if)# ip address 10.1.5.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip summary-address rip 10.2.0.0 255.255.0.0
Device(config-if)# no ip split-horizon
Device(config-if)# exit
Device(config)# router rip
Device(config-router)# network 10.0.0.0
Device(config-router)# neighbor 2.2.2.2 peer-group mygroup
Device(config-router)# end

（注）
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例：IPv6用の RIPの設定
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